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認 知 /_応 時 間 の 男 女 差

○松永勝也
1小森弘詞 2伊藤裕之 '志 堂寺和則 !

1:九 州大学文学部  2:豊 前 自動車学校

[は じめ に]昭 和 63年 の交通事故の調査 による と,100万 キロメー トル (換算 )当 りの走行

で ,男 性の事故 は 1.04件 ,女性の事故 は 1.57件 であ り,女 性の事故率は男性の 1.5倍 であると

いう (交 通安全セ ンター資料 ,1990)。 警察庁の平成 1年 の事故原因の調査で は,女性が第 1

当事者の場合 ,ぼ 一っ として起 こ した事故が最 も多 い。 女性 ドライバー に関する調査 (マ ツ

ダ ,1988)に よる と,女性 ドライバーの 96%が 同性 ドライバー に不満を抱 いて いる。その 56%

は走行態勢 (注 意 力 ,判 断力 )に つ いての不満で ある。

これ らの ことか ら,女 性 は状況の変化 に気がつ き,ブ レーキ操作 をするのが男性 よ りも遅

く,そ の ことによって多 くの事故 を起 こ しているようにも考 え られる。

松永 (1985)は ,事 故 は認知反応時間のば らつ きの大 きさと車間距離の短 さとの関係 によ

って発生 するであろうと報告 している。女性の事故率が男性 よ りも高 いのであれば ,女性の

認知反応時間のば らつ きは男性 よ りも大 きいか ,女 性 は男性 よりも車間距離 を短 くするよう

な走行 をよ り多 く行 なっていると考 え られる。

そこで ,本研究 では ,女性の運転適性 を検討す るための一つの基礎資料 を得 ることを目的

と して ,女 性 と男性の認知反応時間の根1定 を行 なった。

[方 法 ](被 験者 )被 験者 は B自 動車教習所で教習 中の 17歳 …24歳 の男女 95人 (男 性 42人 ,

女性 53人 )で あった。その うち ,男 性 24人 と女性 27人 には足で ,残 りの男性 18人 と女性 26人

には手で反応 を行 なわせた。 (装置 )刺 激呈示及 び反応時間の測定 はパー ソナル コンピュー

タ (NEC:PC9801シ リーズ ,ま たは EPSON:PC9801同 等 コンピュータ )に よって行 なった。視覚

刺激 としては市街地、走 行様景観 をコンピュータグラフ ィックでシ ミュレー トし,そ の画面
‐
上

に,赤 ,黄 ,青 の いずれかを直径 lcmの 大 きさの円で呈示 した。足 による反応用 として長さ 1

3cmX幅 7cmの フッ トスイ ッチ (自 動車のプ レーキペダル ,ア クセルペダル を模 したもの ,2個

のスイッチの中心間距離 は
'約 11.5cm),手 での反応用 として直径 2,5c皿の押 しボタンスイッチ

を 2個 を用 いた ′(2個 のボタン間距離 は約 4cm).(手 続 き )信 号の出現 は ,赤 20回 ,黄 20回 ,

青 10回 で あった .信 号の呈示順序 はランダムで ,呈 示間隔 は 3-18秒 の間での制限付 きでラン

ダムであった。被験者 には ,ア クセルペダル を常 に踏 んで (押 して )お くように指示 した。

しか し,黄 信号が出現 するとアクセルペダルか ら足 (指 )を 離すように,赤信号が出現する

とアクセルペダルか ら足 を離 し,そ の足でブ レーキペダル を踏むように教示 した。動作はで
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きるだけ迅速 かつ正 確 に行 な うように要 求 した。黄信号 または赤信号 出現 開始 か らア クセル

ペダル上 の足 を離 す までの時 FH5を 反 応時間 ,赤 信号 出現時 におけるアクセルペ ダル か ら,ブ

レーキペダルヘ踏 み換 えるまでの時間 を移動 時間 と した。測定 に要 した時間は ,練 習 に約 2分

本試行 に約 10分 で あ った。

[結果 と考察 ]図 1に 示 す よ うに ,赤 信号 に対 する平均反応時間 につ いては ,女 性 の方が男

性 よ りも有意 に短 か った (F(1,91)=4.016,pく 0.05)。 また ,手 による反応 時間が足 による反

応時間 よ りも有意 に短 か った (F(1,91)=7.201,p〈 0.01).平 均移動 時間 に関 して は ,性 差 は

認 め られなかった。黄色信号 に対 す る平均 反応時 間 に関 して も ,女 性の方が男性 よ りも短 か

い傾向が認 め られた (F(1,91)=2.831,p〈 0.10)。 また ,手 による反応時間が足 による反応時

間 よ りも短 い傾向が認 め られた (F(1,91)=2.831,pく 0.10).

図 2に 示 すように,赤 信号 に対 す る反応 時間の標準 偏差 につ いては性差 は認 め られなか った

(F(1,91)=2.214,ns)。 しか し,黄 信号 に対 す る反応 時間の標準 偏差 は女性の方が男性 よ りも

小 さ いことが認 め られた (F(1,91)=8.171,pく 0.01).

この実験 では男性 よ りも女 性 の反 応時間が短 い とい う結果 が得 られた。標準偏差 にはほ と

ん ど差がな いという結果 で あった。認知反応 時間 の標準偏差 か らの推測 で は ,こ の年齢範 囲

にお いては ,事 故親 和性 に関 して男女間 に差が な い といえよう。

自動車 の教習時間 は ,一 般 に女性 の方 が長 い (長 山 ら,1983)。 したが って ,自 動車運転

にお ける男女の特性 に全 く差 が な い とい うこ とで はな い。 また ,今 回の測定 は 17歳 か ら 24歳

の範 囲の男女 につ いてで あ り,こ の年齢範 囲外で は どの ような傾 向 を示 すかは不 明で ある。

今後 ます ます ,女 性 ドライバ ーの数 は増加 す るで あろう。 よ り安全 な運転法や 自動車環境

をめざ して ,さ らな る研究 が望 まれ よう。
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図 1.赤 信号 に対 す る平均反 応 時間 。   図 2.赤 信号 に対 す る反応 時間の標準偏差 .

付記 :本 報告 は松永 の指導 で作成 した城 戸美保の卒業論文 (H2年 度 )の 資料の一部 によった。
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